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クイック・スタート・ガイド 

TINA-TI™操作入門 
 
このクイックスタート・ユーザーズ・ガイドでは、強力な回路設計およびシミュレーション用ツールであるTINA-TI™の概要を

紹介します。TINA-TIは、多種多様な基本回路および複雑な構成を含む高度な回路の設計、テスト、トラブルシューティング

を、ノード数やデバイス数の制約を受けることなく行うことのできる理想的なツールです。このアプリケーション・ノートは、

TINA-TIに初めて触れるユーザーを支援して、TINA-TI（Ver９.x）ソフトウェアの基本的な機能を使用して可能な限り短い時

間で回路シミュレーションを作成できるようにすることを目的としています。 
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1 概要 
Texas InstrumentsではDesignSoft, Inc.と提携して、アナログ回路とSMPS (スイッチング電源)回路のシミュレーションに適し

た強力な回路シミュレーション・ツール「TINA-TI」を顧客に提供しています。TINA-TIは、設計エンジニアによる回路案の

開発とテストの支援用として理想的なツールです。尚、現在は日本語版(Ver9.1)もリリースされています。 
 
TIが他のSPICEベースのシミュレータではなくTINA™ シミュレーション・ソフトウェアを選択した理由は、強力で多種にわ

たる解析機能をシンプルで直観的なグラフィックベースのインターフェイスにより、最小限の時間で使い方を習得する事ができ

る点です。他のSPICEシミュレータを使い慣れていれば、TINA-TIに慣れるのには時間も手間もかかりません。TINA-TIは、

DesignSoft社のシミュレーション製品の機能限定版ですが、驚くほど複雑な回路でも容易に扱うことが可能です。 
 
Texas Instrumentsでは、DesignSoft社の製品の保証やサポートは行っていません。TINA-TIは、TIとDesignSoftの両社によっ

て開発されたシミュレーション・プログラムです。DesignSoft社の詳細については、DesignSoft社のウェブサイト 
(www.designsoftware.com) をご覧ください。 
 
TINA-TIは、Texas Instruments および DesignSoft, Inc.の商標です。 
TINAは、DesignSoft, Inc.の商標です。 
Windowsは、Microsoft Corporationの登録商標です。 
その他のすべての商標は、その各所有者の財産です。 

 

    

SBOU052A翻訳版

   最新の英語版資料                 
http://www.ti.com/lit/sbou052

この資料は、Texas Instruments Incorporated（TI）が英文で記述した資料を、皆様のご理解の一助

として頂くために日本テキサス・インスツルメンツ（日本TI）が英文から和文へ翻訳して作成した

ものです。資料によっては正規英語版資料の更新に対応していないものがあります。日本TI による

和文資料は、あくまでもTI 正規英語版をご理解頂くための補助的参考資料としてご使用下さい。製

品のご検討およびご採用にあたりましては必ず正規英語版の最新資料をご確認下さい。 
TI および日本TI は、正規英語版にて更新の情報を提供しているにもかかわらず、更新以前の情報に

基づいて発生した問題や障害等につきましては如何なる責任も負いません。 
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2 回路図エディタ 
図1のように、TINA-TIはTINA-TIのウェブページからダウンロードできます。また、TIのホーム・ページ(www.ti.com)からも

入手可能です。キーワード検索フィールドに「TINA」と入力すると、TINA-TIに関連した情報がまとめて表示されます。最初

の検索結果を選択すると、TINA-TIのウェブページが表示されます。 
 

 
図 1 TINA-TIのダウンロード 

 
TINA-TI バージョン 9.ｘ のハードウェアとソフトウェアの最低要件は次のとおりです。 

下記を搭載した IBM PC 互換コンピュータ：  

Pentium または同等のプロセッサ  

256MB の RAM  

200MB 以上の空き領域があるハード・ディスク  

マウス  

VGA アダプタ・カードとモニタ  

Microsoft Windows 98/ME/NT/2000/XP/Vista/Windows 7  
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お使いのシステムにTINA-TIをダウンロードした後、Windowsの Start メニューからプログラムを選択するか、インストール

中にデスクトップに作成されたTINA-TIのアイコンをクリックします。図2のような初期画が表示されます。 
 

 
図 2 TINA-TI 回路図エディタのディスプレイ 

 
図2は、回路図エディタのレイアウトです。シート上の空白のワークスペースは設計ウィンドウであり、ここにテスト回路を作

成します。Schematic Editorというタイトル・バーの下に並んだ操作メニューからは、File(ファイル)、Analysis(解析)、
T&M(テストと測定用装置の選択)などの操作が選択できるようになっています。 
メニュー列のすぐ下には、各種のファイル・タスクとTINAタスクに関連付けられたアイコンが並んでいます。一番下のアイコ

ン(タブ)の列からは、特定の部品グループを選択できるようになっています。これらの部品グループには、基本的な受動部品、

半導体の他、複雑なデバイス・マクロモデルも入っています。これらのグループにアクセスして、回路図を作成します。 
 

3 TINA-TI を使用して回路を構築する 
TINA-TIの使いやすさを理解するために、例としてアナログ回路をひとつ作成、回路解析機能の一部を具体的に紹介します。 
この例では、高出力正弦波1kHzの発振回路を選択します。オペアンプ・ベースの設計は、回路アプリケーションのハンドブッ

クに数多く記載されています。ここではTINA-TIを使用して、振幅を安定化させたウィーンブリッジ発振回路の作成とシミュ

レーションを行います。回路アプリケーション用に、Texas InstrumentsのCMOSオペアンプ製品OPA743(12V)を選択しま

す。このアンプは、この設計に極めて適しており、非常に良好なDCおよびAC性能を提供します。アンプは3.5V～12Vの電源で

動作しますが、この例では±5V (10V)が必要になります。 

  TINA-TI™ 操作入門 3 
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先ずステップ1でSpice Macrosタブ(図3参照)、次にステップ2でオペアンプのシンボルを選択して、OPA743のマクロモデルに

アクセスします。オペアンプのモデルのリストが表示されたら、スクロールダウンしてOPA743(ステップ3)をクリックした

後、OKをクリックします。オペアンプのシンボルが回路ワークスペースに表示されます。マウスでシンボルをワークスペース

の適切な位置にドラッグします (ステップ4)。左のマウスボタンをクリックすると、シンボルがその位置に固定されます。 
 

 
図 3 TINA-TIを使用した回路の作成 

 
ファイルメニューを介して、マクロや、幅広い種類の既成アナログ回路/SMPS回路にアクセスすることもできます。  
(File→ 例を開く) 
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3.1 受動部品と能動部品の追加 
部品の選択は、タブの下側にあるBasic, Switches, Metersなどの部品グループをクリックすることで容易に行えます。これらの

タブでは、幅広い種類の受動部品、電源類、計測器、リレー、半導体、マクロモデルを提供しています。具体的な部品の回路図

シンボルをクリックして、回路ワークスペースの適切な位置にドラッグします。左のマウスボタンをクリックすると、シンボル

がその位置に固定されます。 
 
今回の例では、図4に示すように、Basicタブ・グループ(ステップ1と2)から「抵抗」を選択して、オペアンプのシンボルのそば

に配置します。TINA-TIにより、この抵抗はR1という名で表示されます。R1の初期値は1kΩですが、この値は任意に変更でき

ます。左マウスのボタンでR1のシンボルをダブルクリックすると、関連する部品値の表が表示されます (ステップ3)。 

 
図 4 能動部品と受動部品の選択  

 
抵抗値や他の部品の特性を変更するには、個々のパラメータ・ボックスを選択してそれぞれの値を変更します。部品のパラメー

タ・ボックスを選択して、変更したい値を強調表示します。表示されている値を上書きして、新しい値を入力します。例えば図

4では、この回路でのR1の値が1kから4.7kに変更されています。パラメータの設定が終わったら、OKをクリックして表を閉じ

ます。受動素子、電源、半導体などの部品タイプについても、同様のパラメータ表が使用できます。 
 
図4に示した「ジャンパ」は、Basicグループの中でも便利な部品のひとつです。ジャンパのシンボルは、Tという字を横向きに

したような形をしています。ジャンパは、V+、V–、あるいは並列接続する他の関連回路を配線するために代用できます。ジャ

ンパを使用すると、配線の入り乱れが少なくなります。TINA-TIでは、共通のジャンパ同士に同じラベル名を付けて接続する必

要があることに注意してください。 

  TINA-TI™ 操作入門 5 



JAJU146  www.tij.co.jp 

 

3.2 部品の配置と配線 
すべての部品が選択され、適切な位置に置かれると、それらの部品を配線できるようになります。各部品には、回路接続が必要

なノードがあります。TINAではこれらのノードを、小さな赤いx（バツ印）で表します。部品の相互配線は、マウス・ポイン

タをノードのバツ印上に置いて、左マウスのボタンを押したままポインタをドラッグすることで行えます。ポインタを回路ス

ペースのグリッドに沿って移動させると、線が引かれていきます。接続の終点と定めたポイントに配線が到達したら、マウスの

ボタンを放します。図5は、TINA-TIの配線機能の図解です。 
 

 
図 5 部品の相互配線 

 
配線機能には、Insert メニューから、または小さな鉛筆のように見えるアイコンからもアクセスできます。  
 

4 解析機能 
回路図入力が終わると、回路のシミュレーションを行う準備はほぼ完了です。Analysisメニューを選択すると、解析プロセスが

開始されます。各種解析(AC解析、DC解析、過渡解析、ノイズ解析) のリストが表示されます。これらの評価機能のひとつを強

調表示して、追加のオプション項目や選択項目にアクセスします。 
Analysisメニューの先頭に表示されるオプションが、Error Rules Check (ERC)です。この機能を選択すると、作成した回路に

対して、このチェックが実行され、回路に誤りがある場合はポップアップ・エラー・ウィンドウにリスト表示されます。 
エラー・ウィンドウが表示された場合は、その誤りのある行をクリックすると、回路図上の間違った点が強調表示されます。エ

ラー・ウィンドウには、解析中に発見された異なるタイプの回路誤りもリスト表示されます。 
ERCが選択されなかった場合でも、TINAではシミュレーション開始時に自動的にチェックを行います。 
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実行する解析を一つ選択すると、その特定の解析に関連した各種設定の選択項目を表示するウィンドウが表示されます。最初に

提供されるのは一般的な設定ですが、これらのパラメータを変更して、グラフの表示範囲など所要の出力用に設定できます。 
すべての選択が完了したら、OKをクリックして解析を開始します。回路で最初に行われる解析は、通常はDC解析です。この

テストでは、回路に期待する動作の実現性をチェックして、正常なDC動作条件を検証します。TINA-TIのDC解析機能を設定す

ることで、ノード電圧を計算したり、DC電圧/電流の結果を表形式で提供したり、回路のDCスイープを生成したり、温度解析

を実行したりすることが可能になります。温度解析は、解析メニューから次のように項目を選択していくことで実行できます。

Analysis > Mode > temperature-stepping selections 
 

4.1 DC 解析 
次の手順(図6)で、DC解析を実行します。 

1. Analysis メニューをクリックします。 
2. DC Analysisを選択します。 
3. Table of DC Resultsをクリックします。 Voltages/Currentsの表が表示されます。 
4. マウス・ポインタをプローブとして使用して、回路のノードをテストします。 

図6に示すように、探査されたノードと測定値が、Voltages/Currentsの表に赤い文字で表示されます。 
 

 
図 6 Voltages/Currentsの表を表示させて行うDC解析 
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4.2 過渡解析 
AC周波数と時間領域の高度なシミュレーションを行うことも可能です。Analysis メニューから、各種シミュレーションの種類

を選択します。過渡解析、フーリエ解析、ノイズ解析の他に、従来のような「ゲインと位相―対―周波数」のAC送信特性値の

プロットを選択することもできます。図7は、ウィーンブリッジ発振回路の例について行われた過渡解析です。シミュレーショ

ンの過渡解析の結果も、図7に示してあります。この図では、ウィーンブリッジ発振回路の開始時と安定状態時の特性が図解さ

れています。実際のウィンドウの表示は、軸ラベリング、目盛、背景グリッド色などを編集して，個々のユーザーの要求に合わ

せた設定ができます。  
 
次のステップを踏んで(図7に記載)、過渡解析を行います。 

1. Analysis メニューをクリックします。 
2. Transientを選択します。 
3. Transient Analysis ダイアログ・ボックスが表示されます。必要に応じて、開始時間や終了時間などのパラメータを入

力します。 
4. OKをクリックして、解析を実行します。 
 

 
図 7 TINAの追加解析機能 
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5 テストと測定 
TINA-TIは、実行された解析のタイプに従って、シミュレーション後の結果を表やプロットの形式で生成します。また、TINA-
TIを疑似リアルタイム・シミュレーション・モードにして、回路の動作中に仮想計測機器類を使用して出力を観測することも

できます。 
 
例えば図8は、ウィーンブリッジ発振回路の安定状態の出力の観測に使用される、仮想オシロスコープです。同様に、仮想信号

アナライザをアンプ回路の入力信号にして、シミュレーションによる高調波特性の観測も可能です。仮想オシロスコープにアク

セスするには、T&M (図8のステップ1)、Oscilloscope(ステップ2)の順に選択します。カーソルをシミュレーション対象回路の

出力に置き、必要に応じて仮想オシロスコープのダイアログ・ボックスのコントロール項目を調整します(ステップ3)。 
 
T&Mの選択オプション項目には、仮想AC/DC マルチメータ、ファンクション・ジェネレータ、X-Yレコーダもあります。ファ

ンクション・ジェネレータは、仮想オシロスコープやアナライザと組み合わせて補正することが可能です。 
 

 
図 8 仮想計測機器を使用したテスト 
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6 追加支援 
使用していくうちに分かることですが、TINA-TIにはさらに多くの機能が備わっています。このシミュレーション・ソフトウェ

アを使い慣れてくれば、これらの機能を利用してより短時間で回路を作成し、より高度なシミュレーションを行い、様々な必要

に応じた出力情報を最適化することができるようになります。  
 
このソフトウェアにはオンライン・ヘルプ機能も備わっており、図9に示すように多くのアイコンやワークスペースの領域につ

いての説明が、マウス・ポインタを置くことで表示されるようになっています。特定の解析に関する追加の支援や、能動部品パ

ラメータの設定についての支援が必要であれば、詳細なヘルプ・ドキュメンテーションを入手することが可能です。 
回路解析、能動部品などに関連する情報にアクセスするには、Helpメニューをクリックします。 
TINA-TIアプリケーションのシミュレーションに関するご質問は、日本TIプロダクト・インフォメーション・センターにお問

い合わせください。 
 

 
図 9 TINA-TIのヘルプ機能 

 
注: Texas Instrumentsでは、TINAソフトウェアのサポートを提供していません。一般的なTINAソフトウェアの問題

に関してご質問がある場合や支援が必要な場合は、DesignSoftに連絡してください。 
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